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足利法人会

だより

子曰、
君子恥其言之過其行。
し いわく、「くんしは その げんの その おこないに
すぎん ことを はず。」と。

孔先生が言った。「学問も人柄も、ともにすぐ
れた君子と言われる人物は、自分の実際の
行動以上に、それを言葉で表現することを
恥じるものだ。だから、自分の言うこと以上に
実際に行動することに努めるのだ。」

通 釈

論 語 抄

樺崎八幡宮太々神楽（恵比寿の舞）

〈足利の文化財（無形文化財）シリーズ〉

（憲問第十四㉙） 史跡 足利学校「論語抄」より
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故　相田　みつを
・ 大正13年、足利に生れる
・ 昭和17年、県立足利中学校を卒業
・ 同年、曹洞宗高福寺（家富町）の禅僧、武井哲應師に出逢い、
  在家のまま師事、仏法を学ぶ。平成3年12月逝去

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「にんげんだもの」より

あなたに語る心の言葉

表紙 ：樺崎八幡宮太々神楽（恵比寿の舞）【足利市指定文化財】

令和６年度税制改正スローガン（全法連）

●財政健全化は国家的課題。負担を先送りせず現世代で解決を！ 

●企業への過度な保険料負担を抑制し、経済成長を阻害しない社会保障制度の確立を！

●中小企業は地域経済と雇用の担い手。本格的な事業承継税制の創設を！ 

●経済再生には中小企業の力が不可欠。健全な経営に取り組む企業に実効性ある支援を！
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１
．
財
政
健
全
化
に
向
け
て

　
・
財
政
健
全
化
は
国
家
的
課
題
で
あ
り
、

本
格
的
な
歳
出
・
歳
入
の
一
体
改
革
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
歳
入
で
は
安

易
に
税
の
自
然
増
収
を
前
提
と
す
る
こ
と

な
く
、
ま
た
歳
出
に
つ
い
て
は
聖
域
を
設

け
ず
に
分
野
別
の
具
体
的
な
削
減
・
抑

制
の
方
策
と
工
程
表
を
示
し
、
着
実
に

改
革
を
実
行
す
る
。

　
・
ま
ず
は
２
０
２
５
年
度
の
基
礎
的
財
政

支
出（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
＝
Ｐ
Ｂ
）

黒
字
化
目
標
を
確
実
に
達
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
後
の
財
政
健
全
化

の
議
論
も
並
行
し
て
開
始
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
際
に
は
財
政
規
律
を
確
立
す
る

た
め
の
新
た
な
健
全
化
目
標
や
実
効
性
を

担
保
で
き
る
財
政
運
営
手
法
が
欠
か
せ
な

い
。

２
．
社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方

　
・
社
会
保
障
給
付
費
は
高
齢
者
人
口
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
２
０
４
０
年
に
は
、
１
９
０

　
兆
円
（
令
和
５
年
度
約
１
３
４
兆
円
）
に

達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
目
の
前
に
は

団
塊
の
世
代
す
べ
て
が
後
期
高
齢
者
と
な

り
、
医
療
と
介
護
の
給
付
費
急
増
が
見

込
ま
れ
る
「
２
０
２
５
年
度
問
題
」
も
あ

る
。
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
構

築
と
財
政
健
全
化
の
両
立
と
い
う
国
家
課

題
は
こ
う
し
た
前
提
の
下
で
問
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
解
決
す
る
に
は
「
中
福
祉
・

低
負
担
」の
い
び
つ
な
構
造
を「
中
福
祉
・

中
負
担
」
に
改
革
す
る
ほ
か
方
法
は
な

い
。
具
体
的
に
は
適
正
な
「
負
担
」
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、「
給
付
」を「
重
点
化
・

効
率
化
」
に
よ
っ
て
可
能
な
限
り
抑
制
す

る
こ
と
で
あ
る
。

　
・
少
子
高
齢
化
の
財
源
と
し
て
社
会
保
険

料
の
上
乗
せ
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

中
小
企
業
の
厳
し
い
経
営
実
態
を
踏
ま

え
、
企
業
へ
の
過
度
な
保
険
料
負
担
を
抑

え
、
経
済
成
長
を
阻
害
し
な
い
よ
う
な
制

度
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

３
．
行
政
改
革
の
徹
底

　
・
行
政
改
革
を
徹
底
す
る
に
は
、
地
方
を

含
め
た
政
府
・
議
会
が
「
ま
ず
隗
よ
り

Ⅰ 

税
・
財
政
改
革
の
在
り
方

Ⅱ 

経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策

　
始
め
よ
」
の
精
神
に
基
づ
き
自
ら
身
を
削

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
直
ち
に
明
確
な

期
限
と
数
値
目
標
を
定
め
て
改
革
を
断

行
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

１
．
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置

　
中
小
企
業
は
地
域
経
済
の
担
い
手
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
我
が
国
経
済
の
礎
で
あ

る
。
健
全
な
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
企

業
が
た
ち
ゆ
く
よ
う
実
効
性
の
あ
る
支
援

を
す
る
こ
と
は
、
政
府
の
責
務
で
あ
り
義

務
と
い
え
る
。

⑴
中
小
企
業
に
適
用
さ
れ
る
軽
減
税
率
の
特

例
１５
％
の
本
則
化
、
適
用
所
得
金
額
の

引
き
上
げ
。

⑵「
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
」、「
少
額
減

価
償
却
資
産
の
取
得
価
格
の
損
金
算
入

の
特
例
措
置
」
の
拡
充
、
本
則
化
。
等

2
．
事
業
承
継
税
制
の
拡
充

　
中
小
企
業
が
相
続
税
の
負
担
等
に
よ
っ
て

事
業
が
承
継
で
き
な
く
な
れ
ば
、
経
済
社

会
の
根
幹
が
揺
ら
ぐ
こ
と
と
な
る
。
平
成

３０
年
度
の
税
制
改
正
で
は
比
較
的
大
き

な
見
直
し
が
行
わ
れ
た
が
、
更
な
る
抜
本

的
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

⑴
事
業
用
資
産
を
一
般
資
産
と
切
り
離
し
た

本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設
。

⑵
相
続
税
、
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度
の

延
長
・
充
実
。

⑶
引
取
相
場
の
な
い
株
式
の
評
価
の
見
直
し
。

3
．
消
費
税
関
係

　
政
府
は
、
軽
減
税
率
制
度
と
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
つ
い
て
、
国
民
や
事
業
者
へ
の
影

響
、
低
所
得
者
対
策
の
効
果
等
を
検
証

し
、
問
題
が
あ
れ
ば
同
制
度
の
是
非
を
含

め
て
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

⑴
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
当
た
り
、
国

は
事
業
者
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
制
度

の
周
知
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
事
務
負

担
を
軽
減
す
る
よ
う
な
環
境
整
備
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
課
税
事
業
者
が
免

税
事
業
者
と
取
引
を
行
う
際
、
取
引
価

格
の
引
き
下
げ
や
取
引
の
停
止
な
ど
の
不

利
益
を
与
え
な
い
よ
う
、
実
効
性
の
高
い

対
策
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

⑵
消
費
税
の
滞
納
防
止
は
税
率
の
引
き
上
げ

や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
伴
っ
て
よ

り
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
消
費
税

の
制
度
、
執
行
面
に
お
い
て
さ
ら
な
る
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
等

全
国
法
人
会
総
連
合
作
成
の
提
言
書
の
主
な
内
容（
概
要
）に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

税
制
改
正
提
言
に
つ
い
て

令和6年度



足
利
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

足
利
税
務
署
長
あ
い
さ
つ

本
年
７
月
の
定
期
異
動
で
足
利
税
務
署
長
を
拝
命
し

ま
し
た
高
橋
で
ご
ざ
い
ま
す
。

税
務
大
学
校
関
東
信
越
研
修
所
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

栃
木
県
の
出
身
で
す
が
、本
県
勤
務
は
38
年
ぶ
り
２
署

目
と
な
り
ま
す
。歴
史
と
文
化
が
香
り
立
つ
、緑
豊
か
な
こ

の
足
利
に
勤
務
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。前
任
の
佐
藤
同
様
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。板

橋
会
長
を
は
じ
め
、足
利
法
人
会
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、日
頃
よ
り
税
務
行
政
に
深
い
ご
理
解
と

多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、こ
の
場
を
お
借

り
し
、ま
ず
は
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、足
利
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、税
の
オ
ピ
ニ

オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、租
税
教
室
へ
の
講
師
派
遣
や
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
主
催
な
ど
、次
代
を
担

う
児
童
・
生
徒
た
ち
へ
の
税
知
識
の
普
及
や
納
税
意
識
の

高
揚
に
向
け
た
様
々
な
活
動
と
と
も
に
、織
姫
神
社
の
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
く
の
社
会
貢
献
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、そ
の
多
大
な
貢
献
に
対
し
ま
し

て
、深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、国
税
当
局
で
は
、経
済
社
会
の
変
化
や
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
進
展
等
を
踏
ま
え
、デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
国
税

に
関
す
る
手
続
や
業
務
の
在
り
方
の
根
本
的
な
見
直
し
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

中
で
も
、「
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
」を
図
る
た
め
、

「
手
続
に
つ
い
て
調
べ
、相
談
し
、申
告
す
る
」と
い
っ
た
一
連

の
流
れ
に
つ
い
て
、ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
等

の
利
便
性
向
上
、相
談
チ
ャ
ネ
ル
の
充
実
な
ど
、利
用
者
目

線
に
立
っ
た
見
直
し
に
よ
り
、「
あ
ら
ゆ
る
税
務
手
続
が
税

務
署
に
行
か
ず
に
で
き
る
社
会
」の
実
現
に
向
け
て
、引
き

続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、本
年
10
月
、消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開

始
し
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
は
、事
業
者
の
皆
様
に
も
制

度
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い
た
上
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
の
実
態
に
応
じ
た
準
備
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

円
滑
に
開
始
で
き
た
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
制
度
の
浸
透
に
向
け
、引
き
続
き
周
知
・
広
報

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、税
務
行
政
の
よ
き
理
解
者
で
あ
る
法

人
会
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す

の
で
、今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、足
利
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
会
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

足
利
税
務
署
長

高
橋

　宏
美

インボイス制度のことなら　　　　　
国税庁ホームページ「インボイス制度特設サイト」へ！

インボイス制度のことなら　　　　　
国税庁ホームページ「インボイス制度特設サイト」へ！

インボイスコールセンター
0120-205-553(無料)フリー

ダイヤル

9:00～17:00 (土日祝除く)受付時間

説明会も実施しています！

税務相談チャットボット

◀詳しくは国税局ホームページを
　ご覧ください！

「チャットボット」ただいま公開中！
インボイス制度の疑問に「ふたば」がお答えします！
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足
利
法
人
会
女
性
部
会
に
お
い
て
、市
内
全
小

学
校
22
校
に
対
し
、「
第
12
回
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」の
絵
は
が
き
を
募
集
し
ま
し

た
。

　
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
は
、税
金

が
毎
日
の
生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
を
小
学
生
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

今
回
、け
や
き
小
学
校
、青
葉
小
学
校
、東
山
小

学
校
、桜
小
学
校
、毛
野
小
学
校
、毛
野
南
小
学

校
、山
辺
小
学
校
、南
小
学
校
、北
郷
小
学
校
、大

月
小
学
校
、名
草
小
学
校
、矢
場
川
小
学
校
、梁

田
小
学
校
、筑
波
小
学
校
、御
厨
小
学
校
、坂
西

北
小
学
校
、葉
鹿
小
学
校
の
17
校
の
６
年
生
か

ら
５
３
７
点
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
去
る
９
月
27
日（
水
）に
専
門
家
や
税
務
署

長
、女
性
部
会
役
員
等
に
お
い
て
、慎
重
な
選
考

審
査
を
実
施
し
た
結
果
、25
名
の
作
品
が
入
賞

と
な
り
ま
し
た
。誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
な
お
、こ
れ
ら
の
入
賞
作
品
の
ポ
ス
タ
ー
を
市

内
公
共
施
設
及
び
ス
ー
パ
ー
等
に
11
月
下
旬
か

ら
12
月
下
旬
頃
ま
で
展
示
し
て
い
た
だ
き
、多
く

の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の

左の絵と右の絵には相違点が
７か所あります。
見つかりますかな？

（答えは7ページにあります）

『獨道中五十三驛』

実
施
結
果

実
施
結
果

税
に
関
す
る

葉鹿小学校
前原 陽菜乃さん

葉鹿小学校
小山 莉亜さん

南小学校
花畑 乃愛さん

毛野南小学校
板橋 新奈さん

女
性
部
会
長
賞

法
人
会
長
賞

矢場川小学校
内山 千惠美さん

東山小学校
河内 那奈さん

毛野小学校
福島 すみれさん

南小学校
小林 杏さん

銀  賞 銅  賞

足
利
税
務
署
長
賞

御厨小学校
須藤 沙桜さん

金  

賞
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新規加入 法人 業　　種 代  表  者 住　　所
（一財）両毛地区勤労者福祉共済会
㈱ＭＡＴＥＲＩＡＬ

サービス業
美容業

足利市田中町32-11
足利市八幡町643-5

岩 澤 　 理 夫
須 永 　 暁 三

宜しくお願いします 令和５年７月1日～令和５年９月３０日新規会員のご紹介

　
去
る
８
月
２８
日（
月
）に
あ
し
か
が
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
・
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、４
年
ぶ
り
に
優
良
映
画
観
賞
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
映
画
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
×
ド

リ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
が
贈
る「
長
ぐ
つ
を
は
い
た

ネ
コ
と
９
つ
の
命
」で
し
た
。

　
当
日
は
、猛
暑
日
で
、夏
休
み
で
日
焼
け
し

た
大
勢
の
子
供
た
ち
を
含
め
３
８
６
名
の
多

く
の
方
々
が
映
画
観
賞
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
夏
休
み
の
思
い
出
の
１
つ
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。ま
た
来
年
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

上
映
前
に
・・・

【
足
利
市
子
ど
も
夢
基
金
へ
寄
附
金
の
贈
呈
】

　
同
日
、映
画
の
上
映
に
先
立
ち
、板
橋
会
長

か
ら
足
利
市
塚
原
達
哉
副
市
長
へ
、足
利
市

の
子
供
た
ち
の
た
め
に
、足
利
市
子
ど
も
夢

基
金
へ
の
寄
附
金
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。足

利
市
子
ど
も
夢
基
金
へ
は
今
年
で
４
年
続
け

て
の
寄
附
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、

塚
原
副
市
長

か
ら
、謝
辞

及
び
感
謝
状

の
贈
呈
が
あ

り
ま
し
た
。

　
去
る
１０
月
１１
日（
水
）ニ
ュ
ー
ミ
ヤ
コ
ホ
テ

ル
本
館
に
て
、叱
り
の
達
人 

河
村
晴
美
氏
を

お
迎
え
し
、一
般
公
開
講
演
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。会
員
や
市
民
の
方
々
等
多
く
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
演
題
は「
敬
意
と
信
頼
で
感
謝
さ
れ
る
し

か
り
方
の
極
意
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、「
怒

る
？
o
r
叱
る
？
は
相
手
が
決
め
る
こ
と
」、

「
伝
え
た
つ
も
り
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
」、「
こ

の
世
の
真
実
は
一
つ
で
は
な
い
、人
の
数
だ
け

存
在
す
る
。あ
な
た
の
常
識
は
非
常
識
。」「
人

を
動
か
す
極
意
は『
リ
ス
ペ
ク
ト
』を
土
台
と

し
、成
長
意
欲
と
危
機
意
識
を
喚
起
さ
せ
る

こ
と
」な
ど
に
つ
い
て
、テ
ン
ポ
よ
く
話
さ
れ

ま
し
た
。　
　
　

　
そ
し
て
、感
謝
さ
れ
る
し
か
り
方
は
、仕
込

み
が
９
割
で
、リ
ス
ペ
ク
ト
、ユ
ー
モ
ア
、本
気

指
導
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
西
弁
を
交
え
、歯
切
れ
の
い
い
ト
ー
ク
で

会
場
を
沸
か
せ
、参
加
者
か
ら
は
大
変
好
評

な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
公
開
講
演
会
の
開
催
結
果

優
良
映
画
観
賞
会
の
開
催
及
び

足
利
市
こ
ど
も
夢
基
金
に

寄
附
金
を
贈
呈

講演する河村晴美氏

寄付金を贈呈する板橋会長

新会員募集
のお知らせ

法人会は、健全な納税者の団体、良き経営者を目指す者の団体です。

足利法人会では、新会員を募集しています。会員の皆様のお知り合いの方をご紹介ください。

1税に関する各種研修　2 異業種交流や情報取得　3 地域社会への貢献活動

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
　藤
木
順
平

２
週
間
も
あ
る「
読
書
週
間
」

COLUMN　
今
年
の
５
月
３０
日
、『
週
刊
朝
日
』（
６
月
９

日
号
）が
１
０
１
年
間
の
使
命
を
終
え
た
。１

５
０
万
部
を
超
え
て
い
た
発
行
部
数
も
７
万

部
に
落
ち
込
ん
だ
。

　
一
番
売
れ
て
い
る（
一
般
）週
刊
誌
は『
週
刊

文
春
』の
４
７
万
部
。数
々
の
ス
ク
ー
プ
を
連

発
し「
文
春
砲
」と
称
さ
れ
た
同
誌
で
も
い
ま

は
こ
れ
く
ら
い
だ
。『
週
刊
文
春
』と
い
え
ば
、

４０
年
前
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
日
本
人
妻
が
銃
撃

さ
れ（
の
ち
に
死
亡
）、多
額
の
保
険
金
を
掛
け

て
い
た
夫
は
そ
の
関
与
を
疑
わ
れ
た
事
件
。銃

撃
事
件
の
３
年
後
、「
疑
惑
の
銃
弾
」の
タ
イ
ト

ル
で
記
事
を
連
載
。世
間
は
沸
い
た
。筆
者
も

木
曜
日（
発
売
日
）が
楽
し
み
で
、通
勤
電
車
内

で
読
ん
だ
。つ
り
革
を
持
つ
隣
の
人
も
、向
か
い

に
座
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
同
じ
も
の
を
読
ん
で

い
た
。

　
１0
月
２７
日
〜
１１
月
９
日
は「
読
書
週
間
」。

週
刊
誌
と
同
様
、書
籍
の
売
り
上
げ
も
落
ち
て

い
る
。本
を
読
ま
な
く
な
っ
た
。し
か
し「
人
間

力
」を
高
め
る
一
番
の
方
法
は
読
書
だ
と
思

う
。ス
マ
ホ
を
眺
め
る
こ
と
で
は
な
い
！
先
人

の
名
著
は
、い
つ
か
ど
こ
か
で
き
っ
と
役
に
立

つ
。役
に
立
た
な
か
っ
た
ら
？「
読
了
」と
い
う

自
己
満
足
だ
け
で
い
い
じ
ゃ
な
い
の
。

　
読
書
週
間
に
は「
読
者
感
想
文
の
募
集
」が

付
き
も
の
だ
が
、選
考
の
先
生
方
、生
成
Ａ
Ｉ

が
作
る「
感
想
文
」に
は
お
気
を
付
け
な
さ
い
。

か
な
り
出
来
る
や
つ
ら
し
い
か
ら
…
。
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７
月
２６
日（
水
）足
利
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
、Ｍ
Ｄ
部
会
主
催
の
第
２
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。暑
さ
の
厳
し
い

中
、相
馬
前
会
長
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、６
組
２４

名
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、９
月
１９
日（
火
）に
は
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
の
募
金
収
益
７
万
２
千
円
を
足
利
市
内
の

小
学
生
の
図
書
購
入
費
と
し
て
寄
附
い
た
し
ま
し

た
。長
部
会
長
か
ら「
足
利
市
の
子
供
た
ち
の
読
書

活
動
に
使
っ
て
ほ
し
い
。」と
須
藤
教
育
長
へ
目
録
を

贈
呈
し
、教
育
長
か
ら
は「
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。今
年
の
２
月
か
ら
電
子
図
書
を
始
め
た
の

で
、そ
ち
ら
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

①化け猫の爪（左上） ②蝶（中上） ③目線（中上） ④化け猫の残像（右上） ⑤胸の葉（中央） ⑥白い花の柄（中央） ⑦雲の形（左下）間違い探しの答え

「
今
後
の
日
本
の
税
制
」

会
員
寄
稿
コ
ー
ナ
ー（
七
）

　
こ
の
度
、引
き
続
き
3
期
目
の
副
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
税
制
委
員

長
の
岩
崎
で
す
。

　
今
年
の
夏
は
全
国
各
地
で
猛
暑
が
続
く
中
で
の
体
調
管
理
に
は
皆
様
苦

労
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。そ
の
中
で
、我
が
家
で
は
足
利
花
火
大
会
で
の

目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
美
し
い
花
火
シ
ョ
ー
に
改
め
て
感
動
し
ま
し
た

し
、秋
に
は「
灯
り
と
光
の
あ
る
ま
ち
足
利
」を
象
徴
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

足
利
灯
り
物
語
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
に
行
く
こ
と
を
子
供
達
も
大
変

楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
こ
こ
最
近
で
は
、ラ
グ
ビ
ー
の
日
本
代
表
の
活
躍
で
、日
本
の
ス

ポ
ー
ツ
界
が
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。思
い
起
こ
す
と
、サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
、野
球
の
W
B
C
で
二
刀
流
の
活
躍
を
し
た
大
谷
翔
平
選
手
に
子
供

達
が
影
響
を
受
け
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、考
え

て
み
ま
す
と
海
外
で
活
躍
し
て
い
る
選
手
が
多
く
な
り
昭
和
の
時
代
と
違
い

ス
ポ
ー
ツ
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。ま
た
、

2
0
2
0
年
代
に
入
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
、物
価
の
高
騰
な
ど
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
出
来
事
が
次
々
と
押

し
寄
せ
社
会
は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、ス
マ
ホ
や
電
子
申
告
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
経
済
社
会

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、法
人
税
・
消
費
税
を
含
め
日
本
の
税
制
を
取
り

巻
く
環
境
も
世
界
を
参
考
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
状
況
に
み
え
、今
後
の

動
向
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
足
利
法
人
会

　
　副
会
長
兼
税
制
委
員
長

　岩
崎

　厚
宏

　
　
　
　﹇有
限
会
社
岩
崎
経
営
研
究
所 

代
表
取
締
役
﹈

　
去
る
１
０
月
１
３
日（
金
）・
１
４
日（
土
）

に
Ｍ
Ｄ
部
会
宿
泊
見
学
研
修
会
を
福
岡
県
で

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
同
様
１
８
名
の
参
加
と
多
く
の
部
会

員
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

太
宰
府
天
満
宮
の
拝
観
や
柳
川
川
下
り
な
ど

を
体
験
し
ま
し
た
。

　
国
重
要
文
化
財
指
定
の
大
宰
府
天
満
宮
総

本
宮
は
令
和
の
大
改
修
中
で
、見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、仮
殿
を
参
拝
し
、宝

物
館
で
は
、学
問
の
神
様
で
あ
る
菅
原
道
真

に
ま
つ
わ
る
書
物
や
様
々
な
重
要
文
化
財
な

ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、柳
川
で
は
、船
で
約
１
時
間
か
け
、

水
郷
柳
川
の
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
、そ
の
風

情
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、福
岡
の
名
物
に
舌
鼓
を
打

ち
な
が
ら
懇
親
を
深
め
情
報
交
換
が
で
き
ま

し
た
。

左から梅原副部会長、須藤教育長、長部会長、
星野副部会長、小林副部会長 　

去
る
１０
月
１３
日（
金
）・
１４
日（
土
）に
Ｍ
Ｄ
部
会
宿

泊
見
学
研
修
会
を
福
岡
県
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
同
様
１８
名
の
参
加
と
多
く
の
部
会
員
の
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
太
宰
府
天
満
宮
の
拝
観
や
柳
川
川
下
り
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
国
重
要
文
化
財
指
定
の
大
宰
府
天
満
宮
総
本
宮

は
令
和
の
大
改
修
中
で
、見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、仮
殿
を
参
拝
し
、宝
物
館
で
は
、学
問
の

神
様
で
あ
る
菅
原
道
真
に
ま
つ
わ
る
書
物
や
様
々
な

重
要
文
化
財
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、柳
川
で
は
、船
で
約
１
時
間
か
け
、水
郷
柳

川
の
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
、そ
の
風
情
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、福
岡
の
名
物
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
懇
親
を
深
め
情
報
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

Ｍ
Ｄ
部
会

宿
泊
見
学
研
修
会
を
開
催

Ｍ
Ｄ
部
会
主
催

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の

開
催
及
び
寄
付
金
贈
呈

チャリティーゴルフコンペ参加者の皆さん

太宰府天満宮にて



法
人
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

女性部会創立40周年記念式典及び記念パーティーを開催

食料品等を「フードバンクあしかが」へ寄付しました。

　去る１０月６日（金）女性部会創立４０周年記念式典及び記念パー
ティーをニューミヤコホテルにおいて、来賓、部会員等３４名のご参加
をいただき、盛大に開催されました。
　式典では、小幡副部会長から経過報告、鈴木部会長の式辞、歴代部
会長への感謝状の贈呈、記念事業の一環として、足利の子供たちへ図
書購入費の寄附金の目録を早川市長に贈呈しました。
　続いて、高橋足利税務署長、早川足利市長、相馬足利商工会議所会
頭から祝辞をいただき、その他のご来賓の方々をご紹介いたしました。
　女性部会は、昭和５９年に婦人部として設立され、今日まで女性部会
独自の観点から、税の知識の普及・納税意識の高揚に努めるなど、様々
な地域社会への貢献活動に取り組んできました。今後、更なる役割を
果たすことが期待されます。
　式典の後、引き続き、記念パーティが開催され、来賓の方々や会員同
士交流を深めることができました。

　世界的にSDGsが推進されている中、全法連女性部会
連絡協議会でも進められていますが、足利法人会女性部
会でも昨年度より、食品ロス問題に取り組んでおります。
８月末に女性部会員を中心に多くの会員の皆様から、
ご家庭にある使用予定のない食料品等を法人会事務所
にご提供いただき、９月１３日（水）鈴木女性部会長、帆足・
亀山副部会長から、フードバンクあしかがの高沢代表と
石井さんへ寄付いたしました。

※日程等については、都合により変更になる場合があります。詳細は事務局へお尋ねください。

今後の主な行事予定
令和5年

令和6年

■織姫神社清掃奉仕
■第２回理事会
■全国青年の集い“山形大会”
■決算期別法人税等説明会
■納税表彰式 
■年末調整説明会
■税制改正提言書提出

１１月 　８日（水）
１１月 　9日（木）
１１月 ９～１１日
１１月 １5日（水）
１１月 １7日（金）
１１月 22日（水）
１１月下旬

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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■新設法人説明会 
■e-Tax利用促進研修会

１２月　７日（木）
１２月 １3日（水）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■新春講演会及び新年合同賀詞交歓会
■決算期別法人税等説明会
■第3回理事会

１月１１日（木）
2月１4日（水）
３月  6日（水）

 年間４回発行している「足利法人会だより」に折込広
告を募集いたします。皆様が作成した広告（Ａ４かＡ３
に限る）を法人会だよりの封書に同封いたします。
　同封手数料及び郵送料の一部負担としてＡ４で２
万円2千円（消費税込）の負担金をいただきます。
　詳しくは、法人会事務局へお問い合わせください。

広告 ？を出して
みませんか

足利法人会の会員企業の皆様ならどなたでも無料で５００タイ
トル以上のインターネットセミナーを受講いただけます。昨年
は、1ヵ月当たり約620件のアクセスがあり、大変好評でした。
ぜひ、ご活用ください。

足利法人会ホームページ左下の

のバナーをクリックしてください。
インターネットセミナー

会員専用IDとパスワード
パスワード会員ID

0713 2866

会員の
皆様へ！

インターネットセミナーのご 内案

左から鈴木部会長、
帆足副部会長、
亀山副部会長、
石井さん、
高沢代表

公益社団法人
足利法人会

■発行所／

■発行人／会長  板橋 信行　■広報委員長／尾花 正一　■印刷デザイン／足利印刷㈱

〒326-0801 栃木県足利市有楽町835番地（商工会議所北事務所内）
TEL 0284-43-2866  FAX 0284-43-2867

http://www.acs-net.jp/̃ashihou/ asihou＠watv.ne.jp

●●●会社名、代表者、所在地、資本金等の変更がありましたら、法人会事務局にご連絡ください。●●●
本製品は、①適切に管理されたFSC®認証林およびその他の管理
された供給源からの原材料で作られた紙を用いて「森林資源保全」
に配慮して、②GP認定工場で印刷し、発行しています。


